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制定日: 2021年1月7日

．

　環境経営方針

．

水使用量の削減に努めます。

　滋賀シミズ精工株式会社は、環境関連の法令・規則を遵守し、 自主的かつ積極的に地球環境への
負荷を軽減させるために、 ベアリング用保持器及び自動車部品の製造・販売における 事業活動のあら
ゆる面で、全社員が一丸となって環境保全に 努めるとともに、継続的に改善に取り組む。

エネルギー使用量の削減に努めます。

廃棄物排出量の削減に努めます。

化学物質(劇物)使用量の削減に努めます。

環境配慮への取組を行います。

技術力の向上で生産性を向上します。

淡海エコフォスター制度に賛同し、積極的に参加します。

３ ．

４ ．

　昭和４７年に信楽の高原に足を踏み入れて５1年を迎えます。
創業当時約千坪の敷地が、今ではその１０倍近い敷地にて事業活動をさせて頂いております。
近畿地方のど真ん中という立地条件は、各得意先様へのアクセスを容易なものとしてくれました。
また新名神高速道路の開通で、大阪圏は元より名古屋圏を身近なものとして活動範囲が拡大致しました。
　当社は、ベアリング用金属保持器の製造から始まり、保持器用のリベット、樹脂製ベアリング保持器、
自動車のエンジン及びステアリング部品の製造販売をしております。
また、金型の設計製作を自社内で行う事によって、技術の蓄積と得意先様へのタイムリーな製品提供を
可能としております。
当社の社是は『小粒ながら日本一の企業にしよう』です。当社の行動パターンを読み取っていただけるでしょうか。
ご来社をお待ちしております。

環 境 経 営 方 針

　ごあいさつ

　環境保全への行動指針

１ ． 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２
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更新日:
（１） 名称及び代表者名

滋賀シミズ精工株式会社
代表取締役社⾧　清水 章雄

（２） 所在地
本社・本社工場 529-1835 滋賀県甲賀市信楽町中野688
技術工場 529-1835 滋賀県甲賀市信楽町中野352-1
中野工場 529-1835 滋賀県甲賀市信楽町中野684
神山工場 529-1812 滋賀県甲賀市信楽町神山2116-2

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 取締役部⾧　 小西 博之 TEL:0748-82-1191
担当者 規格管理室⾧ 久保井 卓也 TEL:0748-82-1191

（４） 事業内容
金属製及び樹脂製の自動車・ベアリング部品の製造・販売、金型の設計・加工

（５） 事業の規模
売上高(2022年度) 億円

従業員　　　　　 名 名 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 月 日 ～ 月 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名: 滋賀シミズ精工株式会社
対象事業所: 本社・本社工場

技術工場
中野工場
神山工場

活動: 金属製及び樹脂製の自動車・ベアリング部品の製造・販売、金型の設計・加工

□事業の紹介

15,262㎡

中野工場技術工場

5220 771

311211

対 象 組 織 の 活 動

41
合計
149名

神山工場
61 17 30

2023年3月31日

3634 5637

30.4
本社・本社工場
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更新日:

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

環境管理責任者

全従業員

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境経営活動計画の実施及び達成状況の報告

・試行・訓練を実施、記録の作成

・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

部門⾧

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

内部監査チーム ・環境に関する内部監査の計画

・環境経営目標・環境経営活動計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営活動計画書を確認

・環境管理責任者の補佐、環境委員の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境経営活動の取組結果を代表者へ報告

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営活動計画の審議
・環境経営活動実績の確認・評価

・環境経営目標、環境経営活動計画書原案の作成

・環境に関する内部監査の実施・報告

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境経営レポートの確認

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）

・環境経営方針の策定・見直し

総務課 営業部 品質保証部 技術部 金属製造部 樹脂製造部

・環境経営活動の実績集計

・環境管理責任者を任命

環境委員

役割・責任・権限

環境事務局

代表者（社⾧）
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境経営に関する統括責任

環境経営組織及び役割・責任・権限
2022年1月7日

代表者
社⾧ 清水 章雄

取締役部⾧ 小西 博之
 環境管理責任者

環境委員
課⾧以上

環境事務局
規格管理室⾧ 久保井 卓也

内部監査員
社内認定者

全従業員
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単位
kg-CO2

-
㎏
㎏
㎥

※EA21キックオフ元年 ※排出係数は2020～2022の3年間固定とします。

□環境経営目標及びその実績(各項目は、原単位評価)

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

※評価:○・・・達成　△・・・基準年達成　×・・・未達成

0.0112 0.0109 0.000

基準年度比

4.19

4.14

1.16 1.13 0.78
劇物使用量削減

産業廃棄物の削減

原単位

- -

9,817
-

基準年度比

0

666,369上記二酸化炭素排出量合計

(化石燃料使用量の
削減)

-

4.06 3.07

原単位

kg

原単位 ㎏/百万円

-

- -

2022年
二酸化炭素総排出量 1,115,711

3,880
-

11,888

㎏/百万円 4.11 3.48

-

評
価

（実績）

1284.0

0.351

3,510

化石燃料による二酸化炭素削
減

2006年
2,232,133

-
1,550

20,170
7,993
0.358※電力の二酸化炭素排出係数（調整後）

2021年

10,017

1,338,464 1,337,464

-
98%

-

2,720

0.351 0.351 kg-CO2/kWh

基準値 2022年

2,804

項　目 2020年

3,580

- -

-

上段:

（目標）

基準年度比 2020年 98% 91.9% 97%

-

　産業廃棄物排出量 10,017

(電力使用量の削減)

98%

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

kWh/百万円

廃棄物排出量

2023年

1,090,105 - 652,616 -

- -

1258.3

-

㎏-CO2/百万円 461 452

基準年度比 2020年 98%

kg-CO2

年間

電力による二酸化炭素削減

原単位 〇

447.4

2020年 下段:
6月末
12月末

- -

〇 97%

-

水使用量

26,232 -

2024年

　一般廃棄物排出量

1,311,232 - -

9,352
2,727 2,402

（目標）
kg-CO2

（基準年) （目標）

-

-
-

-

96%

4.11 4.06
97%

-

97%2020年

2,748 1,128 2,748
-

1245.5 1232.6

-

95.2%

1,115,711

2020年 98%

4.02

1.13 1.12

97%基準年度比 2020年 98%

水道水の削減

原単位

26

67.2% 〇

kg-CO2 25,606

26 0

98%

1179.8

〇

〇

13,753 -

83.0%

26

原単位 ㎏/百万円

97%

5,158

2020年 74.2% 98%

〇

4.06

基準年度比

kg

環境に配慮した取り組み 行動目標（次項による）

主な環境負荷の実績

環境経営目標及びその実績

- - - 1,337,464

98%

96%
439 442.8

9,817
-

㎥ 2,804

27

0.011 0.011

-

課題を解決しチャンスを活かす
取組

行動目標（次項による）

-

0.0% 98%

-2,402

9,716

-

9,352

㎥/百万円
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数値目標:○達成　×未達成
活動:◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

2020年

2022年
20年原単位

22年原単位

2020年

2022年
20年原単位

22年原単位

2020年

2022年
20年原単位

22年原単位

5.3 3.4 3.54.2 3.4 3.7 3.8 3.7 3.1 2.5 3.1

0.00 0.00 0.000.00 0.00 0.00

2
12 15

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

10

11

1,184 982 1,047 1,223

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

数値目標 -

〇

電力による二酸化炭素削減

化石燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2

999 884
1,075 1,254

1

0 0 0

1,186

・休憩・休止時の電源OFF ○
・働き方見直しによる残業時間の短縮 ○

350,897

1

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

269,516 324,062215,270 218,369 285,001
124

1,763

475

・エコドライブの推進

3 4

0 00 00

1,005
8 9

・ハイブリッド化

805
925

・手元照明のLED化 ○
・生産方法の改善による時間短縮(活動・報告会) ○

営業のインサイドセールスを継続し、燃料使用量を削減した。
次年度目標:前年実績の原単位1%減
計画:2022の取組を継続

・社用車の効率的な運行

392,568 395,852 267,577 293,268 345,011

65

3 4
15 18

5

○

1,152

4.8

1

142,251 164,203
249,615 192,280 278,094

5.6 4.0

原単位数値目標

1,264
1,651 1,354 990 969 1,144 1,233

1,494 1,490

9

902

10

2022年3月中旬～第5工場屋根の太陽光発電を開始し、購入電力が減少した。
2020年原単位:5,506kWh⇒2022年原単位:5,191kWh
【原単位で315kWh(5.7%)の削減】
太陽光発電総量:114,660kWh(内26,639kwhを売電)
次年度目標:前年実績の原単位1%減
計画:6・7・8・神山工場で太陽光発電による買電の削減

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） ○

7 8

631
1,031 773 718

9

1,204 1,250

0

取組紹介欄

335,518 330,987
32

331,393

9

1,248

0 0

取組紹介欄

12

952 990
1,108

○

0

○

859

5

902 829

0.04 0.02 0.02 0.01

7

6 3 3 3 3

652
6

3.4

0.05 0.07 0.08

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

10

0.01 0.04 0.050.07 0.08

126

1,509 1,310 1,031 1,245 1,243
316,249 322,899

原単位数値目標 〇

117

9

249,418

1,281

5.1 2.8
755

12

937
587

8

11

318,136 252,982

2.7 4.3 7.6 4.5 6.2 3.7 2.7

0

500

1,000

1,500

2,000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

電力(kWh）
20年原単位 22年原単位 傾向

原単位・・・kWh/百万円

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

ガソリン・軽油・灯油（L)
20年原単位 22年原単位 傾向

原単位・・・L/百万円

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

LPG(㎏)
20年原単位 22年原単位 傾向

原単位・・・㎏/百万円

2022年:LPGはゼロ

工場屋根の太陽光パネルで

発電し、自家消費と売電。

※CO2排出量削減には効果があるが、電力価格の高

騰により、電力購入金額の削減効果は有りませんでした。
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産業廃棄物の削減

2020年

2022年
20年原単位

22年原単位

水道水の削減

2020年

2022年
20年原単位

22年原単位

環境に配慮した取り組み

取組紹介欄(環境標語募集と社内掲示) 淡海エコフォスター活動への参画

885 885 885 810
764 764 764 764 774

〇 当社では、年に数回のまとめ廃棄を行っているため、直前の廃棄計上月まで遡り、データ化しています。
製品となる材料では、材料種別に分別した上で、リサイクル業者へ有価物処理。
更に金属材料では、材料幅を狭めて、スクラップ量を削減。をそれぞれ継続中。
次年度目標:前年実績の原単位1%減
計画:2022の取組を継続

1
846838 838

3.3 3.0 3.2 3.0 3.0 1.7 1.7

0.8

5

885

取組紹介欄

社員から募集した環境標語を社内に掲示して啓発。太陽光パネルを増設して、再
生エネルギーの創出と余った電力を売電。毎月の品質会議で工程内不良原因の潰
し込み。
次年度目標:年1件以上
計画:2022の取組を継続

・環境標語の募集 ○
達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

達成状況

・省エネ設備の導入 ○

原単位数値目標

0.7 0.8 0.9 0.9 0.7 0.7

・工程内不良の削減 ○
・淡海エコフォスター活動 ○

○
○

・表示物による節水意識の啓発

・工程内不良の削減

○

4.1
3.4 3.4 3.0 3.5 7.0

○
・産業廃棄物量の監視

4.0 3.7 3.4 3.5

8

原単位数値目標

○・汚泥からの水分除去
○

2 3 4

手洗いやトイレに使用する水は、これまでと同様に節水タイプの設備を使用
し、使用量のコントロールが行えている。
次年度目標:前年実績の原単位1%減
計画:2022の取組を継続

取組紹介欄

6 11
553 0
463 0

7 8 9 1210
463 00

1.6 1.0 1.2 1.1 1.0 1.3 1.1
448 0

0.7 0.8 0.8 0.8 0.8

取組結果とその評価、次年度の取組計画

810810 478 478810

106 7 12

810
6.1

810
4.5 3.94.9 5.8 3.9 3.5

838
11

1,014838

取組結果とその評価、次年度の取組計画

979

1 2
0

5
435500 0 508

3

1.1 1.1 1.0 1.2 2.0

達成状況

・水量調節

〇

・排水処理量の管理

4

0 363 0
345 0

9

338 0 431 0 359

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

水道水(㎥）
20年原単位 22年原単位 傾向

0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0
6.0
7.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

産業廃棄物(kg）
20年原単位 22年原単位 傾向

原単位・・・㎏/百万円

節水トイレ節水手洗

原単位・・・㎡/百万円

材料種毎に分別し、

有価物処理。
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＜中野工場に太陽光パネルを設置＞
再生可能エネルギーの一つである、太陽の光エネルギーを活用し、自社で使用する電力の一部を創出する。
6・7・8工場の屋根にも太陽光パネルを新設し、自家発電比率を高め、休日には使わない電力を売電し、
温室効果ガス排出削減に貢献する。

委託契約書の締結・マニフェストの管理・マニフェスト交付状況の報告
特定施設の届出・排水基準の順守・緊急時の措置と届出・排水濃度の測定
浄化槽の使用
危険物の保管(少量危険物取扱所)

                       第一種特定製品の簡易点検及び定期点検の実施・記録保管
盗難防止の処置・飛散漏れ出しなどの予防処置・毒劇物の表示
特定施設の届出・排水基準の順守排水濃度の測定

□内外部からの環境上の苦情・要望等

実施日:

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり 実績を踏まえて見直すこと

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

水質汚濁防止法
廃棄物の処理及び清掃に関する法律

環境関連法規制等名称

2022年は、昨年に引き続き、コロナウイルスと共存しながらの事業活動となりました。特に営業活動をはじめとする事業スタ
イルが変化し、コミュニケーション方法も様変わりしましたが、逆に活動方法を見直す事が出来、環境面でも成果が現れた
結果となっています。
当社では、エネルギーの大半を電力消費で賄っておりますが、22年から太陽光パネルによる自家発電の消費及び売電する
ことで、環境負荷の低減に寄与出来ており、その効果も実感しています。SDGsの目標達成に貢献すべく、カーボンニュート
ラルの実現にも積極的に取り組んで参ります。

代表者による全体の評価と見直し・指示

フロン排出抑制法

浄化槽法
消防法（危険物）

2022年12月23日

内外部からの苦情・要望はありません。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

毒物及び劇物取締法
滋賀県公害防止条例

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

カーボンニュートラル取組紹介

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果等
該当する設備・項目 評価

○
○
○
○
○
○
○
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